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生きものマーク、
始めてみませんか？

生きものマークに取り組む田んぼは、なんだか賑やか。
[事例編]では、自慢の生きものを見つけ、共生を目指す
取り組みを紹介。

農業、林業、水産業、それぞれに多様なつながりがあります。
[事例編]では、それぞれの分野での取り組みを紹介。
[実践編]では、つながりをつくり、育むためのポイントを紹介。

その産物の背景には、どのような物語が
あるのでしょうか。
[事例編]では、各地で育まれている物語
の一例を紹介。
[全国マップ]にも、あなたがぐっとくる取
り組みがあるかもしれません。

できることから、型にはめすぎず、無理なく楽しく行いましょう。
[事例編]で紹介している取り組みも、最初は小さな一歩から始まっ
たものばかり。
[実践編]では、生きものマークの取り組みを行う際の要点を紹介。
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農林水産業と生物多様性
　少し昔まで、田園では空を覆うばかりのトンボや、賑やか
なカエルの声、水路のホタルや様々な魚たちの姿が身近な
存在でした。里山では雑木林の中で様々な木の実や虫たち
が育ち、野鳥の声が賑やかでした。海辺では、磯や藻場、そ
して干潟などで多くの魚介類が暮らしていました。
　そうした生きものたちがいつの間にか少なくなり、あるいは
姿を消していった背景には、私たちの生きものに対する「ま
なざし」が失われてきていることがあるのではないでしょう
か。どのようにしたら、豊かな環境を育んでいくことができる
のでしょうか。その答えが少しずつ見つかり始めています。
　最近、「生物多様性」という言葉を聞く機会が増えてきま
した。「生物多様性」とは、それぞれの地域の中で育まれて
きた様々な生きものたちが、互いに関わりあいながら暮らし
ている状態を表す言葉です。「生きもの」の中には、もちろん
私たち人間も含まれます。
　農林水産業は、生きものたちからの恵みなしには成立しま
せん。同時に、その活動を通じて、里地・里山・里海といっ
た多くの生きものが暮らす自然環境を創り出しています。
このような農林水産業と生物多様性の相互に支え合う豊か
な関係性を未来につないでいくことが、私たちの暮らしを持
続可能なものにするために不可欠であると言えるでしょう。

「生きものマーク」とは
　現在、日本の各地で、農林水産業の営みを通じて多くの
生きものが暮らせる豊かな環境を取り戻す取り組みが始
まっています。産物を活用しての発信や環境教育などを行っ
ているケースもみられます。活動のパターンは様々ですが、
このような活動を総称して「生きものマーク（生物多様性に
配慮した農林水産業の実施と、産物等を活用してのコミュニ
ケーション）」の取り組みと呼んでいます。
　生きものマークの取り組みは、特別な認定要件や資格が
必要なものではありません。また、産物にラベルを貼り、販
売することだけでもありません。農林水産業の営みに関わり
ながら、豊かな自然環境を創りだそう、そして、その恵みを
分かちあおうという想いさえあれば、生産者の方でも消費者
の方でも、誰でも始めること、参加することができます。

都市／地域
・
消費者

・共生地域の環境保全
・自然の風景や音色
・生きもの観察・調査
・環境教育・自然体験

・繁殖地や餌場環境の共有
・共に暮らし生きる喜び
・生きものによる
　豊かさの評価

・持続可能な食生活
・生産者の経営安定
・産地の物語の共有
・相互交流・体験・発信

自然の恵み、
共生の物語を
分かちあう

農林水産業
・
生産者

田畑・山・海・
干潟などに
生息する
生きものたち

　「生物多様性の保全」というと、特別なことや難しいこと
のように捉えられがちですが、足もとの自然を見つめ直し、
自分一人でもできることから始めてみることが最初の足が
かりです。日本国内の様々な地
域で展開されている生きも
のマークに関連する活
動も、最初はごくわ
ずかな人の試行錯
誤から始まったも
のばかりです。
あなたも、できる
ことからチャレンジ
してみませんか。

生きものを見つけると、楽しい気
分になりませんか。ちなみにこの
カエルの名前、知っていますか？

農林水産業と生きもの
たちのつながり、とは
何でしょうか？

生きものの名前やラベル
が貼られた産物を手に
取ったことがありますか？
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